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士
幌
町
を
全
道
、
全
国
へ
発
信
し
て
い
く
役

割
を
担
う
の
が
、
「
株
式
会
社
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
Ｓ

（
チ
ア
ー
ズ
）
」
で
す
。
士
幌
町
が
主
体
と
な

り
、
地
元
企
業
や
団
体
、
個
人
ら
有
志
の
出
資

を
受
け
て
、
第
３
セ
ク
タ
ー
形
式
で
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

“町
の
宝
”
で
あ
る
農
作
物
と
人
材
を
育
て
、

町
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
と
連
携
し
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
た

な
特
産
品
の
研
究
開
発
・
商
品
化
・
製
造
・
販

売
、
そ
し
て
町
の
将
来
を
担
う

ひ
と
づ
く
り

に
挑
ん
で
い
ま
す
。

株
式
会
社
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
Ｓ
と
は

設
立
に
際
し
て
は
、
国
の
地
方
創
生
推
進
交

付
金
を
活
用
し
た
「
し
ほ
ろ
創
生
賑
わ
い
創
出

事
業
」
（
２
０
１
６
～
２
０
１
８
年
度
）
に
お

い
て
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
や
食
を
通

し
て
世
界
に
通
じ
る
人
材
の
育
成
、
新
た
な
農

業
の
展
開
、
農
畜
産
物
加
工
、
観
光
交
流
情
報

の
発
信
な
ど
を
展
開
す
る
「
町
づ
く
り
会
社
」

と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
士
幌
高
校
や
道
の
駅
と
連
携

し
た
「
も
の
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
の

魅
力
発
信
」
を
テ
ー
マ
に
、
（
１
）
町
内
の
小

規
模
な
６
次
産
業
の
取
組
の
支
援
、
（
２
）
新

商
品
（
特
産
品
）
の
開
発
や
販
売
、
（
３
）
道

の
駅
「
ピ
ア
２
１
し
ほ
ろ
」
や
空
き
地
・
空
き

店
舗
等
を
活
用
し
た
地
域
商
品
や
特
産
品
の
販

売
強
化
支
援
、
（
４
）
移
住
・
定
住
相
談
、
観

光
窓
口
等
の
一
本
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

士幌町
しほろちょう

十
勝
地
方
の
北
部
に
位
置
す
る
士
幌
町
は
、
農
業
が
主
要
産
業
で
あ
り
、
町
の
面
積
の

約
６
割
が
農
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
馬
鈴
薯
、
ビ
ー
ト
、
小
麦
、
し
ほ
ろ
牛
と
い
っ
た

豊
か
な
農
畜
産
物
に
代
表
さ
れ
る
畑
作
や
酪
農
、
畜
産
の
盛
ん
な
町
で
す
。

そ
の
士
幌
町
で
、
官
民
協
働
に
よ
り
町
の
活
性
化
に
挑
む｢

(

株)

Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
Ｓ｣

の
設

立
の
経
緯
と
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

▲ 会社設立に際し、加納 曻社長は「先人
たちが守り続けた農業を未来へ導き、温
かい光を射せるような魅力ある会社にし
たい」と抱負を述べました。

設
立
の
き
っ
か
け

士
幌
町
の
人
口
は
、
１
９
５
５
年
の
１
０
１

８
１
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
き
、
現
在
で
は

ピ
ー
ク
時
の
６
割
未
満
の
６
０
３
１
人
（
２
０

２
０
年
３
月
末
時
点
）
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
特
に
女
性
や
若
者
の
減
少
に
よ
る

地
域
の
衰
退
に
危
機
感
を
抱
き
、
地
方
創
生
の

取
組
を
進
め
る
中
、
２
０
１
８
年
４
月
３
日
に

６
次
産
業
化
の
支
援
や
農
畜
産
物
を
活
用
し
た

新
商
品
開
発
、
観
光
振
興
な
ど
を
一
体
的
に
担

う

株
式
会
社
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
Ｓ
（
チ
ア
ー
ズ
）

を
官
民
協
働
に
よ
り
設
立
し
ま
し
た
。

“

画像：地方創生商談会での
出展の様子
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今
後
の
展
開
に
つ
い
て

本記事の取組は、士幌町役場総務企画課で担当しております。
お問い合わせ先 ＴＥＬ：01564-5-5212 Ｅ-mail：chousei@shihoro.jp

た
収
益
を
地
域
に
還
元
で
き
る
よ
う
連
携
し
た

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
外
か
ら

外
貨

を
稼
ぎ
、
稼
い
だ
外
貨
や
雇
用
者
所
得
な
ど
の

資
金
を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
今
後
も
積
極
的
に
展
開
す
る
予
定
で
す
。

２
０
２
０
年
７
月
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
、
外
出
の
自
粛
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
町

民
の
社
会
生
活
の
支
援
と
地
域
経
済
の
回
復
を

目
的
と
し
た
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ま
ち
な

か
賑
わ
い
創
出
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
を
進
め
る
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
、
軽
量
で
安

価
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
を
障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
と
共
同

開
発
し
、
販
売
で
得
た
収
益
を
就
労
者
へ
還
元

す
る
「
商
福
連
携
」
事
業
も
開
始
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
日
常
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
対
応

に
向
け
た
自
立
的
な
地
域
経
済
の
構
築
や
新
た

な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
消
費
の
促
進
、
社
会

生
活
環
境
の
整
備
・
普
及
促
進
事
業
な
ど
を
通

じ
、｢

し
ほ
ろ
の
未
来
を
創
る
地
域
総
合
商
社

と
し
て
今
後
も
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

資
本
金
は
１
０
０
０
万
円
で
、
町
や
Ｊ
Ａ
士

幌
町
、
町
商
工
会
な
ど
が
出
資
し
ま
し
た
。
社

名
は
士
幌
の
農
畜
産
物
に
付
加
価
値
を
付
け
、

引
き
立
て
る
と
い
う
願
い
を
込
め

応
援
す
る

と
い
う
意
味
か
ら
「
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
Ｓ
」
と
し
ま

し
た
。

▲ シーベリー（上）とそれを活用した
シベスコ（左）/シーベリーソーダ（右）

▲ 障がい者就労支援施設と共同開発した
飛沫感染防止パーテーション

取
組
に
つ
い
て

「
と
も
に
学
び
、
と
も
に
つ
く
る
。
つ
な
が

る
未
来
へ
」
を
企
業
理
念
に
、
こ
れ
ま
で
特
産

品
開
発
や
販
売
促
進
事
業
な
ど
を
中
心
に
取
り

組
み
、
２
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

町
内
の
農
畜
産
物
生
産
者
や
町
立
士
幌
高
校

と
連
携
し
、
町
特
産
の
シ
ー
ベ
リ
ー
果
実
を
原

材
料
に
特
産
品
を
開
発
・
販
売
し
、
そ
の
売
上

額
は
年
間
５
５
０
万
円
を
超
え
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

士
幌
高
校
と
は
、
会
社
設
立
の
準
備
段
階
か

ら
「
ひ
と
づ
く
り
」
の
面
で
も
連
携
を
図
っ
て

お
り
、
農
畜
産
物
の
生
産
・
販
売
を
学
ぶ
「
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
科
」
や
食
品
加
工
・
流
通
に
関

す
る
基
礎
・
基
本
を
学
ぶ
「
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

科
」
を
卒
業
し
た
生
徒
が
即
戦
力
と
し
て
Ｃ
ｈ

ｅ
ｅ
ｒ
Ｓ
に
採
用
さ
れ
、
事
業
経
営
の
中
心
・

原
動
力
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
２
０
１
９
年
４
月
、
旧
道
の
駅
の
建
物

を
改
修
し
整
備
し
た
農
畜
産
物
加
工
研
修
施
設

「
し
ほ
ろ
キ
ッ
チ
ン
」
が
完
成
。
施
設
の
指
定

管
理
業
務
を
受
託
し
、
施
設
の
運
営
管
理
と
地

域
資
源
で
あ
る
農
畜
産
物
を
利
用
し
た
食
品
の

加
工
・
製
造
の
研
究
試
作
、
技
術
研
修
を
町
民

や
地
域
内
事
業
者
を
対
象
と
し
て
実
施
し
、
そ

こ
か
ら
新
た
な
商
品
や
創
業
・
起
業
を
創
発
し

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
人
材
育
成
の
取
組
で
は
、
関
西
大

学
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
２
０
１
９
年
に
実
施
し
ま
し
た
。
農
場

で
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫
作
業
、
酪
農
の
生
産
か

ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
学
ん
だ
ほ
か
、
農
業
現

場
で
の
Ｉ
Ｔ

情
報
技
術

活
用
事
例
と
し
て
搾

乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
見
学
な
ど
を
体
感
し
、
参
加
し

た
学
生
か
ら
は
「
本
州
で
は
、
農
業
に
対
し
て
、

所
得
が
高
く
な
く
作
業
が
き
つ
い
な
ど
あ
ま
り

良
い
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
て
い
な
い
が
、
士
幌

町
は
農
業
の
先
進
地
で
所
得
も
高
く
、
Ｉ
Ｔ
を

取
り
入
れ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
が
進
ん
で
い
る
現

状
や
体
験
し
た
こ
と
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

しほろキッチンでの

食品加工研修の様子

2019年に実施した
農業インターン

の様子

▲

▼

▲ 士幌高校と連携し

新商品の開発・販売を実施

２
０
１
９
年
度
に
士
幌
高
校
地
域
資
源
専
攻

班
の
生
徒
達
と
と
も
に
、
香
辛
料
の
商
品
名
で

知
ら
れ
る
タ
バ
ス
コ
に
あ
や
か
り
、
シ
ー
ベ
リ

ー
や
唐
辛
子
な
ど
を
合
わ
せ
た
辛
味
ソ
ー
ス

「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
シ
ベ
ス
コ
）
」
を
開

発
し
ま
し
た
。
辛
さ
の
中
に
も
シ
ー
ベ
リ
ー
の

酸
味
が
効
い
た
味
わ
い
が
特
徴
で
、
新
た
な
町

の
特
産
品
と
し
て
主
に
道
の
駅
「
ピ
ア
２
１
し

ほ
ろ
」
や
十
勝
管
内
の
地
域
特
産
品
を
扱
う
直

販
シ
ョ
ッ
プ
で
旅
行
客
や
富
裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
売
り
込
み
、
完
売
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
付
加
価
値
を
高
め
た
新
商
品
を
開
発
し
、

今
年
度
中
の
販
売
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

士
幌
高
校
の
生
徒
達
が
、
食
品
加
工
や
６
次

産
業
化
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
育
て
て
い
る
牛

の
生
乳
や
農
作
物
な
ど
を
使
い
様
々
な
加
工
品

の
開
発
、
商
品
化
に
取
り
組
み
、
「
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ

ｒ
Ｓ
」
は
そ
れ
を
販
売
に
つ
な
げ
、
販
売
で
得
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根
室
地
域
で
の
人
と
鮭
の
関
わ
り
は
、
縄
文

時
代
か
ら
連
綿
と
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
最
大

の
竪
穴
住
居
跡
群
で
あ
る
標
津
遺
跡
群
（
標
津

町
）
か
ら
出
土
す
る
多
数
の
鮭
の
骨
は
、
１
万

年
前
か
ら
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
が
、
鮭
の
利
用

を
重
視
し
た
暮
ら
し
を
送
っ
て
き
た
こ
と
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。
遺
跡
の
す
ぐ
側
を
流
れ
る

ポ
ー
川
は
根
室
海
峡
へ
と
注
ぎ
、
海
上
交
通
に

よ
り
、
知
床
半
島
、
根
室
半
島
、
そ
し
て
対
岸

の
国
後
島
と
、
鮭
を
求
め
て
訪
れ
る
根
室
海
峡

沿
岸
地
域
と
の
往
来
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

「
鮭
の
聖
地
」
の
物
語

今
か
ら
約
千
年
前
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
後

裔
で
あ
る
ト
ビ
ニ
タ
イ
文
化
人
は
、
春
や
夏
は

根
室
海
峡
沿
岸
各
地
で
暮
ら
し
、
鮭
漁
の
行
わ

れ
る
秋
に
標
津
に
集
ま
る
と
い
う
、
１
年
の
サ

イ
ク
ル
の
中
で
根
室
地
域
全
体
を
一
つ
の
生
活

圏
と
す
る
暮
ら
し
を
形
成
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
入
り
、
和
人
が
北
海
道
に
進
出

す
る
中
で
、
各
地
に
漁
場
が
開
か
れ
、
根
室
海

峡
沿
岸
地
域
は
、
高
品
質
な
鮭
漁
の
拠
点
に
な

り
ま
し
た
。
当
時
、
鮭
は
高
級
魚
で
あ
り
、
特

に
根
室
地
域
の
鮭
は
質
の
良
さ
が
認
め
ら
れ
、

徳
川
将
軍
家
に
も
献
上
さ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

明
治

年
に
は
別
海
缶
詰
所
が
開
設
さ
れ
、

根
室
の
鮭
製
品
は
欧
州
へ
も
輸
出
さ
れ
る
一
大

産
業
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

画像：積丹ジン 火の帆（ＨＯＮＯＨＯ）ＫＩＢＯＵ
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根室地域
ねむろちいき

「鮭の聖地」
根室海峡一万年の道程

北
海
道
の
東
端
に
位
置
す
る
根
室
地
域
は
、
知
床
国
立
公
園
を
は
じ
め
、
４
つ
の
自
然

公
園
を
抱
え
、
サ
ン
マ
・
サ
ケ
・
ホ
タ
テ
貝
等
を
主
体
と
す
る
水
産
業
と
酪
農
が
盛
ん
な

地
域
で
す
。
こ
の
地
域
の
根
室
海
峡
沿
岸
に
位
置
す
る
標
津
町
を
は
じ
め
、
根
室
市
、
別

海
町
及
び
羅
臼
町
の
１
市
３
町
が
文
化
庁
に
申
請
し
た

「
鮭
の
聖
地
」
の
物
語

が
令
和

２
年
６
月
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
魅
力
溢
れ
る
こ
の
「
物
語
」
を
通
じ
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
活
性
化
に
挑
む
、

官
民
協
働
に
よ
る
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

▲ ポー川史跡自然公園の集落と空から撮影したポー川

▲ 伊茶仁川とポー川の間の台地上に
形成された史跡伊茶仁カリカリウス遺跡

“

”

画像：根室海峡
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地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
向
け
て

本記事の取組は、標津町ポー川史跡自然公園で担当しております。
お問い合わせ先 ＴＥＬ：0153-82-3674 Ｅ-mail：po-gawa@shibetsutown.jp

ま
た
、
令
和
２
年
度
中
に
も
、
特
設
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

広
報
媒
体
、
ガ
イ
ド
向
け
の
研
修
教
材
を
製
作

す
る
と
と
も
に
、
民
間
に
お
け
る
ス
ト
ー
リ
ー

の
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
観
光
関
係
者
向

け
に
は
モ
デ
ル
ル
ー
ト
の
開
発
、
食
品
製
造
事

業
者
向
け
に
は
商
品
販
売
な
ど
で
の
利
用
を
念

頭
に
置
い
た
地
場
産
品
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
成
予

定
で
す
。

今
回
の
日
本
遺
産
認
定
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

根
室
地
域
で
は
、
自
治
体
と
民
間
と
の
協
働
に

よ
る
地
域
づ
く
り
の
取
組
が
動
き
始
め
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
が
共
有
す
る
歴
史
的
背
景
を

踏
ま
え
た
周
遊
観
光
の
定
着
や
、
地
元
の
食
料

品
が
ス
ト
ー
リ
ー
を
発
信
す
る
広
告
と
な
る
こ

と
で
、
こ
の
地
域
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な

が
り
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
産
卵
後
の
鮭
を
漁
獲
す
る
ア
イ
ヌ

の
伝
統
的
な
漁
法
か
ら
、
商
品
生
産
を
前
提
と

し
た
海
上
で
の
大
量
漁
獲
へ
の
変
化
の
影
響
に

よ
り
、
明
治
半
ば
以
降
、
鮭
は
資
源
枯
渇
に
見

舞
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
時
の
漁
業
者
は

鮭
資
源
の
減
少
を
補
う
た
め
、
ホ
ッ
カ
イ
シ
マ

エ
ビ
、
ホ
タ
テ
、
カ
ニ
、
昆
布
な
ど
他
の
水
産

資
源
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
漁
の
副
業

と
し
て
畜
産
農
業
を
営
む
者
も
現
れ
ま
し
た
。

後
者
は
大
正
時
代
に
移
住
し
て
き
た
開
拓
者
に

よ
る
酪
農
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
う

し
た
背
景
か
ら
、
現
在
の
根
室
地
域
を
代
表
す

る
多
彩
な
一
次
産
業
の
土
台
が
築
か
れ
ま
し
た
。

鮭
漁
に
関
し
て
は
、
明
治

年
代
か
ら
取
り

組
ま
れ
て
き
た
人
工
孵
化
事
業
の
成
果
が
昭
和

年
代
に
な
っ
て
現
れ
は
じ
め
、
鮭
の
漁
獲
量

が
回
復
し
、
鮭
の
生
産
地
と
し
て
再
び
全
国
に

知
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

根
室
地
域
で
は
近
年
再
び
鮭
の
漁
獲
量
が
大

き
く
減
少
し
、
地
域
経
済
に
影
を
落
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
認
定
地
域
の
自
治
体
や
観
光
関

係
者
は
、
日
本
遺
産
認
定
を
契
機
と
し
た
地
域

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
７
月
に
は
、
日
本
遺
産
認
定
ス
ト

ー
リ
ー
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
観
光
振
興
を
進
め
る
た
め
の
協
議
会
で
あ

る
、
「
鮭
の
聖
地
メ
ナ
シ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
以
下
「
協
議
会
」
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
に
は
、
関
係
自
治
体
の
ほ
か
、
観

光
協
会
、
ガ
イ
ド
協
会
等
が
参
画
し
、
関
連
文

化
財
の
調
査
・
保
護
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
普
及
啓

発
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
促
進
な
ど
の
取
組

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
で
は
、
既
に
ス
ト
ー
リ
ー
の
普
及
啓

発
・
広
報
の
た
め
、
管
内
向
け
講
演
会
を
開
催

し
た
ほ
か
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、

「
鮭
の
聖
地
」
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、
関
係

者
へ
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産
認
定
へ
の
道

「
日
本
遺
産
」
は
、
文
化
財
の
活
用
を
通
じ

て
地
域
の
産
業
振
興
や
観
光
振
興
、
人
材
育
成

等
と
連
動
し
た
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
地
域
に
点
在
す
る
有
形
無
形
の
文

化
財
を
結
び
つ
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
日
本
遺

産
」
と
し
て
認
定
す
る
文
化
庁
の
事
業
で
、
平

成

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

根
室
地
域
で
は
平
成

年
以
降
、
毎
年
申
請

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
３
度
目
の
挑
戦
に
し

て
つ
い
に
令
和
２
年
６
月
、
「
鮭
の
聖
地
」
の

物
語
”
（
申
請
：
標
津
町
、
根
室
市
、
別
海
町
、

羅
臼
町
）
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。「

鮭
の
聖
地
」
の
物
語
で
は
、
標
津
遺
跡
群

な
ど

項
目
の
文
化
財
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
構
成

要
素
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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野付湾の打瀬網漁
（ホッカイシマエビ漁）の

様子

昆布干しの様子

31

▲ 今回お話を伺った日本遺産認定の担当
標津町ポー川史跡自然公園 小野園長

▲ 現在の漁業の様子

“
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▲ 西別鮭寒風干しの様子
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